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   ＜あらまし＞  本研究では，親性の向上を支援するファミリー・ポートフォリオを構築する．親性

とは，「自己への認識‐親役割の状態・親役割以外の状態」と「子どもへの認識」から構成される．教

育現場で用いられるポートフォリオの機能を援用し，「親性」向上をもたらす活動につながる機能を装

備する．日常的に記録を取りためる際にはカテゴリー毎に登録し，定期的に振り返る機能として，「家

族新聞」を発行する．一定期間の利用の前後に「親性尺度」の調査を実施し変化を検討する． 
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１．はじめに 
 

子育てや家庭教育を取り巻く環境が変動する

中，家庭の教育力の低下が課題に挙げられ，子育

てに関する親の学びの促進等，様々な取り組みが

行われている（文部科学省 2011）．親が成長する

には，「子どもと向き合う」必要があり，親自身

が省察的に考える「リフレクションを促す家族対

話」が重要であるという（Thomas 1996）．筆者

らは，子どもの制作物を記録・観賞することに特

化した“ツクルミュージアム”の効果を検討し，

アプリの使用が家族対話を促し，「親性」の一部

の向上に寄与している可能性を見出すと同時に，

親によって活用時の意識や取り組み方の違いが

あるという課題も挙げている（Sato et al. 2014）． 
 

２．本研究の目的 
本研究では，親としての成長を促すことを念頭

に，ファミリー・ポートフォリオを構築すること

を目的とする．支援する親の発達や成長は，「親

性」という概念で捉えることとする．「親性」と

は，「母性と父性とを統合した性質で，親が自分

の子どもを養い育てようとする性質」と定義され

ている（林 2006）．従来，親の性質を表す用語

として「母性」や「父性」が用いられてきたが，

ジェンダーフリーの概念として「親性」という用

語が広がりつつある．大橋ほか（2010）は，「親

性」がライフステージとともに発達していくもの

として，育児期の親性尺度を作成し，自己への認

識と子どもへの認識として整理している（表 1）． 
本研究では，親性の要素「自己への認識‐親役

割の状態・親役割以外の状態」と，「子どもへの

認識」を促すことを目標としたファミリー・ポー

トフォリオを構築することを目的とする． 
 

表 1 親性尺度の要素（大橋ほか（2010）より筆者作成） 
自 己 へ

の認識 
「親役割の状態」 

子どもに接しながら，授乳や排泄の世話とい

った育児能力を身につけ，育児に関心を持ち

親としての役割に満足感を抱いている状態 

[親役割の満足感，育児への関心，親役割獲

得の期待，育児能力・態度・欲求] 

「親役割以外の状態」 

夫や妻といった役割をもち社会で働く存在

認識を示し，自己肯定感や社会との関係性を

含む 

[親として以外の自分への満足感，自己肯

定・自己への欲求，社会との関係] 

子 ど も

へ の 認

識 

子どもとの関係を育みながら，子どもの現在と

今後の成長・発達の様子の理解を深め，愛情を

いだきながら接している様子 

[子どもへの愛着，子どもの様子の理解，子ど

もの成長発達の理解，子どもとの関係] 

 
３．設計要件 

教育現場で用いられるポートフォリオでは，教

育者が教育活動の記録，振り返りを行うだけでな

く，学習者自身がさまざまな過程の記録等の蓄積

から目標に対する学習を振り返る．家族版ポート

フォリオとして本研究で構築するファミリー・ポ

ートフォリオの設計要件を図 1 に示す．容易に活

動可能なスマートフォンアプリとして実装し， 
・データを蓄積していく日常的な活動 
・蓄積したデータを活用する定期的な活動 
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から構成される親性向上の機能を装備する． 
 以下に，本アプリの機能とそれらを用いた活動

と期待される効果をまとめる． 
① アプリ起動時に登録したデータをカテゴリ

ー毎の登録数を表示することで，「親性」の

全ての項目に意識を持たせる．カテゴリーは

データの「種類」（子ども自身のこと／育児

に対する気持ち／自分（親）のこと）と，「評

価」（良い・嬉しい・楽しい／反省・次頑張

ろう／淋しい・悲しい）から構成される． 
② ユーザー（子どもや自分，夫等）毎に写真デ

ータ（子どもの様子，作品，親に関わること，

成長の思い出等）を蓄積していく． 
③ ②のデータにコメントの記入とカテゴリー

を付加する． 
④ 蓄積したデータを一覧表示，個別表示，カテ

ゴリー表示等で閲覧することによるリフレ

クションを行う．本人だけでなく，子どもや

夫婦，家族とともに閲覧することで対話を重

ねることを想定している． 
⑤ 指定期間の新聞を発行する（図 2）．表示不可

以外のデータから，カテゴリー毎に自動生成

される．これらは無線プリンタで印刷できる．

新聞を閲覧しながら，親子，祖父母も含めた

家族で対話を行うことを想定している． 
 

４．評価 
実際に育児期家族に一定期間使用してもらう．

使用前と後に「親性尺度」調査紙に回答してもら

い，変化を検討する．変化が大きくみられた家族

にインタビューを行い，各機能からどのような活 

図２：家族新聞 
動が生まれ，機能の効果につながったのかについ

て質的に検討していく． 
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図１：ファミリー・ポートフォリオを用いた省察的な家族対話
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